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ビデオメッセージ　潘基文（パン・ギムン）　国連事務総長

開会の挨拶　ゴヴィンダン・パライル　国連大学副学長

基調講演およびご挨拶
中満　泉　国連（ニューヨーク）平和維持活動（PKO）局政策・評価・訓練部長
武正　公一　外務副大臣

休憩

パネルディスカッション
ロバート・デロウィン　在京カナダ大使館公使
鶴岡　公二　外務省国際法局長
川上　隆久　国連東ティモール統合ミッション事務総長副特別代表
アニタ・プラタップ　ジャーナリスト（元CNN南アジア支局長） 
梅垣　理郎　慶應義塾大学教授
メルナス・モスタファビ　国連人道問題調整事務所 人間の安全保障ユニット 
プログラムオフィサー  

司会: べセリン・ポポフスキー　国連大学サステイナビリティと平和研究所

“CARAVAN” ペルシャの伝統音楽、ダンス、詩の朗読

‘Human Security’ as a concept was first articulated in the 1994 UNDP Human Development Report. 
It places individuals and their needs at the center of policy making. The concept provides a base 
for identifying threats to individuals (natural disasters, diseases, inequality, violence), and offers 
approaches to reduce or eliminate these threats.
      The UN Day Symposium will assess the lessons learned and progress of human security since 
its emergence. Experts will identify current challenges and look at future perspectives on peace, 
development and sustainability. 

「人間の安全保障」は、1994年の『人間開発報告書』で初めて明文化された、個人とそのニーズを政
策立案の中心に据えた概念です。自然災害や貧困、疾病、不平等、暴力といった個人の安全保障に
対する脅威を明らかにし、そうした脅威へ対応するために必要な視点を提供するものでもあります。
国連デー2009シンポジウムでは、誕生から15年を経た「人間の安全保障」の発展とこれまでの教訓
を検証すると同時に、専門家が現在の課題を明らかにし、平和、開発そしてサスティナビリティに対
するこの概念の将来的役割について話し合います。

MC: Madoka Futamura, UNU Institute for Sustainability and Peace プログラム MC: 二村　まどか　国連大学サステイナビリティと平和研究所PROGRAMME


